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❖ 

認
知
神
経
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
認
知
運
動
療
法
）
は
、
現
在
最
も
一
般
的
な
筋
力
増
強
手
法
や
神
経
運
動
学
系
の
手
法
で
は
解
決
で
き
な
い
問
題
を
超
え
て
い
く
こ

と
、
ま
た
神
経
運
動
学
と
運
動
心
理
学
と
の
間
に
横
た
わ
る
溝
を
埋
め
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
る
。

❖ 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
治
療
理
論
で
あ
る
「
認
知
理
論
」
と
は
、
患
者
の
回
復
の
規
模
や
そ
の
質
的
な
レ
ベ
ル
は
、
そ
れ
が
自
発
的
な
も
の
で
あ
れ
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
作
業
に
よ
っ
て
導
か
れ
た
も
の
で
あ
れ
、
活
性
化
さ
れ
た
彼
ら
の
脳
の
認
知
過
程
の
タ
イ
プ
と
そ
の
活
性
化
の
あ
り
方
に
よ
り
規
定
さ
れ
る
と
考
え
る
も
の
で

あ
る
。

❖ 

人
間
は
、
認
知
過
程
の
お
か
げ
で
外
界
と
の
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
こ
の
相
互
作
用
に
関
す
る
情
報
を
加
工
し
た
り
、
実
行
さ
れ
た
経
験
の
情
報
を
収
集

し
、
そ
れ
を
他
の
機
会
に
利
用
し
た
り
、
次
回
の
相
互
作
用
の
特
性
を
変
更
し
て
、
そ
れ
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
対
象
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

❖ 

認
知
理
論
に
立
脚
す
る
治
療
の
目
的
は
、
人
間
が
外
界
と
の
関
係
を
構
築
し
そ
れ
を
知
る
た
め
の
基
本
で
あ
る
認
知
過
程
の
活
性
化
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
能
力
を
さ

ら
に
完
成
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
通
常
の
状
態
で
は
こ
れ
が
学
習
と
な
り
、
病
的
な
状
態
で
は
こ
れ
が
回
復
と
な
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
回

復
も
学
習
の
一
つ
、
病
的
な
状
態
に
お
け
る
学
習
の
一
形
態
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
観
点
に
立
つ
と
、
運
動
は
世
界
と
の
相
互
作
用
を
築
く
た
め
の
手
段
と
み
な
さ
れ

る
。
こ
の
手
段
の
洗
練
度
の
具
合
は
、
患
者
の
中
枢
神
経
系
の
も
つ
組
織
化
能
力
の
質
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
く
る
。
運
動
障
害
を
も
つ
患
者
は
、
損
傷
の
結
果
、
世
界
と
の

相
互
作
用
の
構
築
を
組
織
化
す
る
能
力
が
制
限
さ
れ
て
し
ま
っ
た
シ
ス
テ
ム
な
の
で
あ
る
。

…
…
…
（
カ
ル
ロ
・
ペ
ル
フ
ェ
ッ
テ
ィ
﹇
小
池
美
納
・
訳
﹈『
認
知
運
動
療
法
〜
運
動
機
能
再
教
育
の
新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
』
よ
り
）



目次

まえがき「世界に意味を与える身体」　001

認知運動療法の原理　078

訓練の核としての情報性　084

認知を生きる　094

親愛なる友へ　096

索引　098

理　　論

病態分析 道　　具

訓　　練

訓練の実際

身体は情報の受容表面である　002

運動とは認知である　003

回復とは学習である　004

認知神経リハビリテーションの全体構造　005

1 認知理論　…008

2 仮説の検証としての治療　…010

3 片麻痺の特異的病理（学習を阻害する要因）　…016

4 整形外科的疾患の特異的病理（学習を阻害する要因）　…018

5 行為の機能システムの変質（外部観察）　…020

6 認知過程の変質（内部観察）　…022

7 訓練器具　…026

8 運動イメージ　…030

9 言語　…032

10 認知問題－知覚仮説－解答　…036

11 訓練の組織化　…038

12 感覚情報変換　…042

13-1 訓練計画（1）上肢　…044

13-2 訓練計画（2）下肢　…045

14 訓練の実際
上肢①到達機能（リーチング）046／上肢②到達機能（リーチング）047／上肢③接近機能（アプローチ）048／上肢④接近機能（ア
プローチ）049／上肢⑤接近機能（アプローチ）050／手指①把持機能（グラスプ・ピンチ）051／手指②把持機能（グラスプ・ピンチ）
052／手指③把持機能（グラスプ・ピンチ）053／手指④操作機能（オペレーション）054／上肢と手指⑤操作機能（オペレーション）
055／体幹①対称機能（正中線）056／体幹②垂直機能（腰椎-骨盤リズム）057／体幹③支持機能（方向づけ）058／体幹④支持
機能（方向づけ）059／体幹⑤到達機能（リーチング）060／下肢①歩行の準備 061／下肢②歩行の準備 062／下肢③歩行の
準備 063／下肢④歩行の準備 064／下肢⑤歩行の準備 065／下肢⑥立位姿勢 066／下肢⑦推進機能（踏み切り期）067／
下肢⑧到達機能（遊脚期）068／下肢⑨緩衝機能（踵接地期）069／下肢⑩支持機能（立脚中期）070／歩行 歩行再教育 071

15 行為間比較　… 072

16 多感覚統合　… 076



目次

まえがき「世界に意味を与える身体」　001

認知運動療法の原理　078

訓練の核としての情報性　084

認知を生きる　094

親愛なる友へ　096

索引　098

理　　論

病態分析 道　　具

訓　　練

訓練の実際

身体は情報の受容表面である　002

運動とは認知である　003

回復とは学習である　004

認知神経リハビリテーションの全体構造　005

1 認知理論　…008

2 仮説の検証としての治療　…010

3 片麻痺の特異的病理（学習を阻害する要因）　…016

4 整形外科的疾患の特異的病理（学習を阻害する要因）　…018

5 行為の機能システムの変質（外部観察）　…020

6 認知過程の変質（内部観察）　…022

7 訓練器具　…026

8 運動イメージ　…030

9 言語　…032

10 認知問題－知覚仮説－解答　…036

11 訓練の組織化　…038

12 感覚情報変換　…042

13-1 訓練計画（1）上肢　…044

13-2 訓練計画（2）下肢　…045

14 訓練の実際
上肢①到達機能（リーチング）046／上肢②到達機能（リーチング）047／上肢③接近機能（アプローチ）048／上肢④接近機能（ア
プローチ）049／上肢⑤接近機能（アプローチ）050／手指①把持機能（グラスプ・ピンチ）051／手指②把持機能（グラスプ・ピンチ）
052／手指③把持機能（グラスプ・ピンチ）053／手指④操作機能（オペレーション）054／上肢と手指⑤操作機能（オペレーション）
055／体幹①対称機能（正中線）056／体幹②垂直機能（腰椎-骨盤リズム）057／体幹③支持機能（方向づけ）058／体幹④支持
機能（方向づけ）059／体幹⑤到達機能（リーチング）060／下肢①歩行の準備 061／下肢②歩行の準備 062／下肢③歩行の
準備 063／下肢④歩行の準備 064／下肢⑤歩行の準備 065／下肢⑥立位姿勢 066／下肢⑦推進機能（踏み切り期）067／
下肢⑧到達機能（遊脚期）068／下肢⑨緩衝機能（踵接地期）069／下肢⑩支持機能（立脚中期）070／歩行 歩行再教育 071

15 行為間比較　… 072

16 多感覚統合　… 076

①身体は情報の受容表面である
②運動とは認知である
③回復とは学習である

認知神経リハビリテーションにおける「認知（cognition）」とは、身体という情報の受容表
面を通して得ることのできる認知のことをいう。人間は身体を細分化する能力（身体各部の関
係性を構築する能力、行為において複数の関節を異なる空間方向に動かす能力、あるいは世界
の差異をつくりだす能力）を駆使して、外部世界に意味を与える。
この際に行われる認知には基本的に 2つのタイプがある。対象物（物体）との接触を通した

認知（こちらの物体のほうがより硬い…など）と、空間関係をもとにする認知（これは左上に
ある、1m離れている…など）である。
私たちは、四肢や体幹の運動が身体というシステムのなかで外部世界を認知するために重要
な貢献をしているという仮説のもとに研究してきた。四肢や体幹のおかげで、身体は接触的な
認知や空間的な認知をさらに精緻に遂行することができる。
外部世界と精緻な相互関係を築くことが身体を細分化する能力と密接に結びついたものであ
るとすれば、身体が多くの分節に分けられれば分けられるほど、外部世界に意味を与える能力
も完成されたものとなるはずである。
このような仮説をもとに研究を進めると、人間の身体の運動性に対するリハビリテーション
治療の取り組みはある明確な方向性をもつことになる。

………（カルロ・ペルフェッティ［小池美納・訳］『脳のリハビリテーション』より）

これまでのリハビリテーションでは、自分たちの専門的な学問は経験的な実践の蓄積によっ
て構成されるものだと考えられており、基本となる理論を構築するという努力はなされてこな
かった。訓練が何かという定義も十分になされてこなかったし、リハビリテーションの知を向
上させていくために訓練がどのような意味をもつかについてきちんと把握されていなかったの
ではないだろうか。

あなたの臨床での仕事が、リハビリテーションの知へと開かれていくように。

よい仕事を！
………  （カルロ・ペルフェッティ［小池美納・訳］『身体と精神～ロマンティック・サイエンスとしての認知神経

リハビリテーション』（以下、『身体と精神』より）

世界に意味を 
与える身体

行為とは認知であり、認知とは行為である
………フランシスコ・バレラ



020　　

5  行為の機能システムの変質 
（外部観察）

「行為（action）」とは、ある意図のもとに常に全身の身
体部位が相互に関与し合うことによって成り立ってい
る。したがって「行為」の実現に向けた治療を行う際の原
則とは、身体運動を構成する上肢機能システム、体幹機
能システム、下肢機能システムという3つの行為の機能
システムそれぞれの果たす情報構築機能の改善を図るこ
とといえる。3つの行為の機能システムは、それぞれさ
らに4つの構成要素（コンポーネント）の相互作用によっ
て成り立っている。訓練はこの12の構成要素が果たす
情報構築機能の回復のために考案されなければなら
ない。

また、構成要素にはサブ構成要素があり、それらの機
能は複数の機能単位が生み出す知覚情報が基盤にある。
機能単位とは、意識可能な身体と環境の相互作用による
知覚情報のことである。
つまり、「行為（上肢、体幹、下肢機能システム）」は、「構
成要素」「サブ構成要素」「機能単位」という階層性（ヒエ
ラルキー）を有している。
そして、認知運動療法の訓練（認知問題）は、行為を創
発する構成要素の12の機能の回復を目指して、機能単
位のレベルで展開する。
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